
2025年全全道のの町内内会会活活動動をを支支ええるる道 町町内内 活活動動 え全道の町内会活動を支える

ささえあってまちづくり

のご案内のご案内
「道町連共済」は、町内会・自治会活動中に事故にあわれたとき、
見舞金を支給する『一般社団法人北海道町内会連合会』の会員相互
の助けあいの事業で、町内会関係者の長年の願いにより昭和58年
にスタートしました。
　北海道町内会連合会に入会する正会員組織、準会員組織に所属
する町内会役員や町内会員の皆さんが、ひとり年200円の会費で
「道町連共済」に加入いただけます。

　道町連共済は、会員相互の助け合い事業として、これまで何度かの
改正を重ねて内容の充実を図ってきました。近年、共済加入者が減少
傾向にあることからアンケート調査を実施したところ、要望の多かっ
た「損害賠償」について協議を重ねた結果、現行の見舞金に「破損事故
見舞金」（令和5年4月1日施行）を新設することとなりました。

●共済会費
　ひとり年200円 
（年度途中の加入も同額）

●共済期間
　4月1日から翌年3月末日までの1年間
    （年度途中の加入も3月末日まで）

令和５年４月１日改正

1．共済会費と共済期間

2．見舞金の内容

ひとり
年200円

期間は
3月末まで

傷害見舞金

死亡見舞金Ｂ

破損事故見舞金

医師等の診断書（治ゆ証明書）文書料

治療のために被害者が
実際に負担した医療費

 10万円

１万円

一事故5,000円を限度に実費支給

条　件
支給上限を10万円とする。
医師の指示による薬代・補装具代も含む。
死亡見舞金Ａに該当しない、活動中の死亡に対して支給。
発生後24時間以内に死亡の場合。
共済加入者の町内会活動中の事故が原因で、町内会として実費
弁償が生じた事故。但し、実費弁償額が1万円未満の場合は除く。
通院した日が5日（１～５日）以内の事故は診断書（治ゆ証明
書）が不要のため除く。※本会指定様式の診断書に限る。

※注  医師等とは、医師、歯科医師、柔道整復師をいいます。

※注  死亡見舞金A、後遺障害見舞金は、北海道町内会連合会が団体契約する損害保険会社から支給されます。

見舞金の種類 支給額

死亡見舞金Ａ

 後遺障害見舞金

200万円

最高200万円

活動中における外因・外傷の事故による死亡に対して支
給。事故発生後180日以内に死亡の場合。
後遺障害の程度により支給。
事故発生後180日以内に生じた場合。



5．対象となる活動は

6．見舞金の対象とならない場合

●個人加入
　町内会の会員で町内会活動に参加される方が対象です。
●役職加入
　町内会の役員をされている方が対象です。役職名で加入し、
年度途中で他の方に役職を変わられても、「変更届」の提出でそ
のまま新しい方に継続できます。

　共済の効力は、単位町内会が加入者をとりまとめ、
加入者名簿を添えて共済会費を連合町内会（準会員
の場合は本会事務局）に納入した翌日から発生します。
　なお、4～5月の総会で役員改選する町内会が多
いため、継続加入の町内会に限り、4月1日にさか
のぼって効力が発生する2ヶ月間の遡及期間を設け
ています。

■ 共済の効力が失われる場合…
○加入者が他市区町村に
　転居した場合
○加入者が死亡した場合　
○会費が未納の場合
○役職加入した方がその役職を終えた場合

　町内会活動では、回覧板や広報紙の配付等、家族の方々が代
わって役割を果たすことが多いため、加入者の代理活動中の事
故に限り、同居する家族のうち１名を代理として認めています。

夫に代わり、妻が町内会費の徴収中にケガをした場合は見舞金
の対象となります。
夫・妻・子どもの3人で町内会の夏祭りに参加し、子どもがケガ
をした場合は見舞金の対象となりません。

3．加入は 4．効力の発生は

■ 代理が認められる場合…

（例）～班長として夫が加入者の場合～

　町内会の事業計画に基づいた活動中に、生じた事故
が対象となります。また、事業計画になくても町内会
の運営上慣例（例・回覧板の配付）となっている事業も対
象となります。

●具体的な事業・行事
・町内会が主催する運動会、レクリエーション、スポー
ツ大会、盆踊り等の親睦活動

・総会、役員会等の会議や町内会の研修会等
・町内の清掃・除排雪、防犯・防火パトロール、
　交通安全指導、資源回収等

●運営上慣例となる事業
　広報紙・回覧板の配付・回送、事務連絡、
会費の徴収、町内会の葬儀手伝い等

●活動の往復途中について
　活動を行うために、自宅を出てから活動を終えて帰宅
するまでを対象とします。町内会活動以外の私的な用事
で移動経路を外れた場合は対象となりません。なお、自
宅を出るとは自宅の敷地内を離れて公道に出た後、マン
ションなどの集合住宅は各世帯の玄関ドアを出た後のこ
とをいいます。

●宿泊を伴う活動について
　予定された行程・活動中の事故が対象。
宿泊施設内での事故は移動・入浴等通常の
宿泊行為のみが対象となり、活動以外の目
的で移動経路を外れた場合や泥酔等当事者
の私的・恣意的行為による事故は対象とな
りません。

　次の場合は見舞金の対象となりません。ご注意ください。

❶本人の故意、重大な過失で起こした事故
❷町内会の事業計画にない活動中の事故
❸自宅敷地内での事故
　自宅での会議資料作成等、原則
として、自宅内及び自宅敷地内で
行われる活動は対象となりません。

❹事故によらない疾病の場合
　（24時間以内の死亡は除く）

本共済は「不慮の事故」や「事故による
ケガ」に対して見舞金を支給しています。
町内会活動中に「脳梗塞」や「急性心不全」等の「疾
病」で倒れて入院・通院されても傷害見舞金の対象
となりません。但し、24時間以内に死亡された場合
に限り、死亡見舞金Ｂの対象となります。

❺医師等の指示によらない治療の場合
　医師等の指示によらない治療とは、医療機関または整骨
院以外の治療をいいます。医療機関の指示を受けていない
マッサージ治療院、カイロプラクティックセンター、鍼灸
院等での治療は対象となりません。

❻事故発生日から180日を超えた場合
　見舞金請求は、事故発生日から180日以内に請求してく
ださい。

❼医療費の自己負担がなかった場合
❽交通事故の場合
　但し、次の場合は見舞金の対象となります。
・死亡見舞金Ａ、後遺障害見舞金
・医療費の自己負担がある場合

❾頸部症候群や腰痛等の場合
　医学的他覚所見がないときや町内会活動との因果関係が
不明なときには対象となりません。

※見舞金の内容は、個人加入・役職加入ともに同じです。



7．見舞金請求の手続きは

見舞金請求に必要なもの
傷害見舞金

破損事故見舞金

傷害見舞金 　　  94,202円

破損事故見舞金      10,000円
共済見舞金支給事例

52歳・女性
回覧物の配布中に階段から転落。病院を受診したとこ

ろ、右距骨剥離骨折と診断され、４日間通院しました。
（見舞金内訳）
　通院４日分：14,770円
　薬　　　代：  2,420円
補 装 具 代：  2,274円

79歳・男性
公園の草刈り中に、近くの家の玄関の窓ガラスを破損

してしまいました。

77歳・男性
　会長として、町内会配付用の
広報紙を受け取り、帰宅途中に
凍結路面で転倒。頭部を強打
し、脳挫傷で約12時間後に死
亡されました。

※死亡見舞金Ａは、町内会活動
中の外因・外傷の事故による
死亡に対して支給。
（事故発生日から180日以内に
死亡の場合に限る）

死亡見舞金Ａ 200万円

76歳・男性
　会長として、町内会の葬儀に参列。帰宅途中の路上で車
に跳ねられ、脳挫傷や慢性硬膜下血腫などで入院。神経系
統の機能などに著しい障害を残したため、100％の後遺障
害見舞金が支給されました。

後遺障害見舞金　200万円
（200万円×100％＝200万円）

死亡見舞金B 10万円
83歳・男性
　町内の草刈り・清掃作業中
意識不明となり、救急車で病
院に搬送され、搬送先の病院
で急性心臓死による死亡が確
認されました。

※死亡見舞金Ｂは、「死亡見
舞金Ａに該当しない活動中
の死亡」に対して支給。
　（発生後24時間以内に死
亡の場合に限る）

このような見舞金が支給されています

75歳・男性
連合会主催の会議終了後、自

転車で帰宅中にバランスを崩し
て転倒。左アキレス腱断裂と診
断され、32日間入院、６日間通
院しました。

（見舞金内訳）
　入院32日間：61,410円
通院６日間：10,680円
補 装 具 代：17,712円
診 断 書 料：  4,400円

※通院した日が５日以内の事故
は、診断書（治ゆ証明書）の
提出が不要です。診断書に替
えて明細書と領収書の提出が
必要になります。（コピー可）

傷害見舞金 　　  19,464円
～通院が5日以内の事故の場合～

●事故発生後の3つの確認
１．被害者が道町連共済の会員（加入者）であること

・代理の場合は、同居する家族で代理の活動中であることが条件。
・破損事故見舞金は、共済加入者で町内会活動中の事故が原因で、
　町内会として実費弁償が生じた事故であることが条件。

２．町内会の事業計画に基づいた活動中の事故であること

３．事故発生日から180日以内であること

●見舞金請求はいつするのか
１．事故発生日から180日以内に請求を

①治ゆ後、事故発生日から180日以内に請求してください。
②治療中でも、事故発生日から180日経過した時点ですぐに請求
　してください。
③破損事故見舞金も同様に、事故発生日から180日以内に請求し
　てください。

２．一事故に対する見舞金申請は１回限り
同一事故の再度申請はできません。

３．死亡の場合、後遺障害が生じた場合は、請求窓口となる
　　正会員・準会員組織を通じて本会に連絡を

①活動中の事故により180日以内に死亡された場合
②活動中24時間以内に疾病で死亡された場合
③事故発生日から180日以内に後遺障害が生じた場合は、
　北海道町内会連合会に連絡してください。

●見舞金の送金はいつか
　見舞金は、年４回（6・9・12・3月）の共済審査委員会の審査で
決定のうえ、送金します。

①共済見舞金支給申請書
②事故報告書
③診断書（治ゆ証明書）
通院５日以内の事故の場合は不要。
診断書に替えて明細書と領収書が必要。
（コピー可）
④事故の証明に参考となるもの
行事計画書、プログラム、会報、呼び掛け文
書等のうち、いずれか一点
⑤医師等の診断書（治ゆ証明書）文書料
　の領収書
通院５日以内の事故の場合を除く。
※本会指定様式の診断書に限る。
⑥薬・補装具代の明細書と領収書
　（コピー可）

①共済見舞金支給申請書
　【様式第５号】
②事故報告書
【様式第６号】※様式の一部変更
③修理費用が分かる領収書 ※新規
④破損状况が分かる写真※新規
⑤その事故の証明に参考となるもの
行事計画書、呼び掛け文書等いずれか一点



一般社団法人

北海道町内会連合会のご紹介

北海道町内会連合会は、道内の市区町村を単位とした連合町内会等による　　　　 と、
単位町内会・自治会による　　　 　により構成されており、道内の町内会活動の活性化を図り、誰もが
安心して暮らせる住みよいまちづくりをめざして、ご案内の「道町連共済」を含め、次のような事業を
全道的に展開しています。

①ひとりの不幸もみのがさない
　住みよいまちづくり全道運動

②災害に強いまちづくり全道運動

③全道・ブロック別町内会活動研究大会、
　町内会活動実践者研修会の開催

④広報紙「住みよいまちづくり通信」の発行

⑤町内会活動に関する調査の実施

⑥ホームページによる情報の収集・提供

⑦道町連共済事業

⑧顕彰事業

上記の連合会がない、あるいは、入会の合意が得られない単位町内会・自治会が
「準会員」として北海道町内会連合会に入会できます。
（準会員の会員権利）
　①道町連共済への加入　②広報紙の配付　③研修会等の案内

　北海道町内会連合会への入会は、市区町村を単位とした連合会組織あるいは、地区別連合会組
織等が対象です。しかし、上記の連合会組織がない、あるいは、入会の合意が得られない単位町
内会・自治会は、「準会員」として北海道町内会連合会に入会いただけます。

正会員・準会員の
年会費

【お問合せ先】
一般社団法人北海道町内会連合会
〒060ー0002  札幌市中央区北2条西7丁目1番地　かでる2.7
　　　　　　 TEL 011ー271ー3178　  FAX 011ー271ー3956
事業内容・各種情報は、ホームページをご覧ください。 ホームページ http://www.d-choren.or.jp

2025.2
発 行

住みよいまちづくりをめざして

あなたの所属する
組織の入会状況は、下記
「北海道町内会連合会」まで
お問い合わせください。

正会員
準会員

全道の町内会・自治会が結集する唯一の組織、
ともに住みよい北海道づくりをめざしています

●北海道町内会連合会への入会のご案内 ●

正会員　とは、市区町村を単位とした連合会、あるいは、地区連合会が対象です。

準会員　とは、単位町内会・自治会が対象です。

◎年会費は ①均等割 と ②世帯割の合算額
◎世帯割の100円未満は切り捨て
正会員 ①均等割　市区25,000円、町村15,000円
　　　　　 （※同一市区町村内で複数入会の場合は分担）
　　　 ②世帯割　１円（加入世帯数×１円）

準会員 ①均等割　200世帯未満の町内会　3,000円
　　　　　　　　　 200世帯以上の町内会　5,000円
　　　 ②世帯割　１円（正会員と同額） 


